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　今年も昨年、一昨年と同様に非常に高温の夏が予想されます。
炭疽病菌は温度が28～30℃を超えると活発になり、発病で苗
不足となる危険が常にあります。耕種的防除も徹底し、発生を防ぎ
ましょう！
１．炭疽病とは？
・病原菌は、Glomerella cingulata（グロメレラ シングラータ）ま
たはColletotｒichum　acutatum（コレトトリクム・アクタートゥ
ム）で、あらゆる部位に感染します。ランナーの黒く窪む病斑、葉
の黒色汚斑状病斑、株そのものの萎凋（写真１）などが知られて
います。多湿下では鮭肉色の胞子塊も見られます。菌糸は15～
38℃の温度範囲で生育可能で、生育適温は28～30℃と、高温
を好みます。このため夏期に発病が多く、危険な病害です。
２．過去の発生状況
・月別の発生件数をみると6月から発生し、8月に最も発生が多くな
ります。
・発生ほ場の多くは、雨よけがなく、頭上かん水でした。イチゴが濡
れると胞子が一気に広がるためです。
３．防除
・週１回は薬剤防除が必要であり、さらに雨よけハウスや底面給水
（写真２）による灌水など、植物体に水がかからない管理が非常
に重要ですが、導入コストも高額です。以下の取組は比較的実施
しやすいため、できることを確実に行うことが重要です。

①風通しを良くする
・密植すると風通しが悪くなり感染リスクが高まります。ゆったりと
した間隔で子苗を管理しましょう。スペースが十分ない場合は、
お互いに葉が触れない程度に葉かきを行うだけでも効果があり
ます。
②雑草の除去
・イチゴ炭疽病菌は雑草に潜在感染することがあり、雑草が炭疽病
菌を保持する役割を果たす場合があります。このため雑草除去や
防草シートの設置は重要です。
③早期発見・早期除去
・早期に発見し、処分することは非常に重要です。ただし、判別に
迷った場合は、周辺の株も含めて隔離して、しばらく時間をおいて
から処分するか判断してください。発病株のあった場所では、土
壌中に炭疽病菌が残っているため、後に太陽熱消毒などで、菌を
残さないようにします。

　近年、平年を大幅に上回る気温が常態化しており、米の品質や病
害虫の発生に影響を及ぼしています。
　特に高夜温は稲体の呼吸量を増加させ、貯蔵したデンプンの減
少や登熟期間の短期化を助長します。
　病害虫では、カメムシ類の吸汁による斑点米による品質の低下
や、イネカメムシによる不稔などの被害が確認されており、紋枯病
の発生も多くなっています。

＜普通植ハツシモ＞
穂肥施用
　ハツシモは穂肥施用の時期となります。昨年は、10月初めの大雨
の影響もあり、倒伏したほ場が多く見られました。
　穂肥の施用時期が早いと下位節間が伸びて倒伏の恐れがありま
すので、施用時期は幼穂長で、施用量は葉色で判断します。施用時
期は幼穂長が約５㍉（出穂18日前）の時です。６月10日田植えの場
合の目安は８月13日（出穂日：8月31日）となります。
　また、穂肥の施用量は、水稲用葉色板で3.5程度まで色が低下し
ていれば、栽培暦にある規定量を施用します。例えば、ＮＫ化成
404の場合、20㌔/10㌃となります。
　葉色が濃い場合は、倒伏の恐れがあるため、葉色が落ちてから施

用量を減らして施用します。
　基肥一発肥料を使用している場合は、原則、穂肥の必要はありま
せん。
　水稲用葉色板は、JAにしみのから令和6年12月に配布した「肥
料農薬種子予約注文書」の裏表紙に掲載されています。

病害虫防除
　畦畔や水田周辺部の雑草はカメムシ類の住みかとなるので、出穂
10日前までには草刈りを行います。出穂後に除草を行うと、カメム
シ類の田んぼへの飛び込みを助長する恐れがあるため、遅くならな
いようにしましょう。
　カメムシ類やいもち病の防除は暦に準じて行います。特に、昨年
紋枯病が多発したほ場では、積極的に防除を行いましょう。

水稲

イチゴ

　ニンジンは、β－カロテンやリコピンを豊富に含んだ野菜です。以前はニンジン独特の香りが強く、大人でも
苦手な人が多かったのですが、今では子どもの好きな野菜のベスト10に入るほど風味が良くなっています。
　ニンジンは、夏まき栽培では暑さと乾燥で発芽が悪くなるので、種をまいた後は、発芽するまで土を乾かさ
ないように気をつけましょう。また、発芽には光が必要ですので、覆土は薄めにすることがポイントです。

栽培の
ポイント

●種をまく2～3週間前に完熟堆肥2㌔/㎡、苦土石灰150㌘/㎡を施してよく耕します。1週間前には化成肥料（畑作名人
N-P-K=13-13-13など）100㌘/㎡を施します。また、土中の石や土塊などは、ニンジンの岐根（又根）の原因になるので、取り除くか粉
砕し深耕します。
●幅60～70㌢、高さ10㌢程の畝を作ります。黒マルチを張ると雑草が繁茂するのを抑えることができるのと秋の早い時期での収穫がで
きます。※発芽を揃えるために、土が湿る雨後にマルチを張ると良いです。

畑の準備

●条まきの場合は、条間20～40㌢の2条まきとし、深さ1～2㌢のまき筋を付けます。
　種は1～2㌢間隔でまき、0.5～1㌢ほど土をかけて軽く押えます。
●マルチの場合は10～15㌢間隔に穴を開け、ビンの底などでクボミをつけて、１ケ所に４～５粒の種をまき、0.5～1㌢ほど土をかけて軽く
押えます。

種 ま き

子葉が展開したら１回目の間引きを行います。２回目の間引きは本葉２～３枚の頃に行い、隣の株と葉の先端が触れ合う程度に間引きま
す。３回目は本葉４～６枚の頃、株と株の間隔を10～15㌢程度にします。マルチ栽培では、本葉４～６枚の頃に1本立ちにします。

間 引 き

３回目の間引きをした後、追肥をします。化成肥料（野菜の達人N-P-K=15-14-10など）30～50㌘/㎡を条間または畝の肩にまきます。
マルチ栽培の場合は、株元から離れたところに棒で、マルチに穴を開けてその中に落とし込みます。

追 肥

首のあたりが張ってきたら収穫適期です。大きく育ったものから間引き収穫していきます。
五寸ニンジンは、種まきから110～130日程度で収穫です。収穫が遅れると、根が裂けてしまうことがあるので、何本か抜いてみて判断し
てください。
秋作では、そのまま畑に置いて土寄せを多めに掛けたり、抜いて土に埋め込んで保存します。

収 穫

葉が茂ってくると、キアゲハの幼虫が葉を食べて、軸だけ残して丸坊主にしてしまいます。
よく観察して捕殺しましょう。

病 害 虫

追肥した後、土の表面を削るように（除草を兼ねながら）軽く耕し根元に土寄せします。
土寄せが足りないとニンジンの首が緑（青首）になり見た目が悪くなります。

中 耕 ･
土 寄 せ

イネカメムシ ホソハリカメムシ 吸汁被害にあった斑点米

種まき 追肥・中耕・除草・土寄せ 収穫

7月6月5月4月3月2月1月品種 8月 9月 10月 11月 12月

作型目安

ニンジン
ベータリッチ
向陽二号
恋ごころ

●ベーターリッチ（サカタの種）：家庭菜園でも作りやすく、すっきりとした風味と甘さで人気の品種です。 
●向陽二号（タキイ種苗）：形がよく大変作りやすい、定番品種です。
●恋ごころ（タキイ種苗）：色・味も良く、ジュースやサラダなど生食にも最適な品種です。

こくしょく お はんじょうびょうはん い

さけ にく いろ ほう かいし

ちょう

（写真１）炭疽病で萎凋している例 （写真2）底面給水できるベンチ

〇ニンジンは、光発芽種子なので、覆土が多すぎると発芽が悪くなるので注意します。
〇種をまいて発芽するまで約1週間は毎日水やりをします。不織布（ベタ掛け）の使用もおすすめです。
〇種をまく前日に、畝に水をたっぷりとかけて水分を含ませると発芽が良くなります。

ふ ねん もん がれ

じゃん !  2025.8じゃん !  2025.8 1011 101010111111
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